
Program　薄光　常夜燈　ほか

サポートメンバーは後日、当財団ホームページ等でお知らせします。

Ayatake 
Ezaki
Live at Concert Hall “Kaze”

2023年2月26日[日 ] 16:00開演（15:15開場）     
三鷹市芸術文化センター 風のホール 三鷹市上連雀6-12-14

料金（全席指定）  マークル会員 S席5,400円・A席4,500円 / 一般 S席6,000円・A席5,000円
  O-70（70歳以上 / A席限定） 4,500円 / U-23（23歳以下 / A席限定） 4,000円 
  ＊U-23の中学生以上の方及びO-70ご利用の方は、入場の際に身分証明書のご提示をお願いいたします。  
  ＊風のホールは2階席へのエレベーターがございませんので、階段でのご案内となります。

プレイガイド  三鷹市芸術文化センター 
  ・電話予約 チケットカウンター 0422-47-5122 ［10:00–19:00 / 月曜休館・月曜が休日の場合は開館し、休日を除く翌日・翌々日が休館］

  ・インターネット予約 https://mitaka-art.jp/ticket ＊事前登録（無料）が必要となります。  ＊携帯電話からの場合、座席は自動採番です。
  イープラス https://eplus.jp
 主催・お問い合わせ 公益財団法人 三鷹市スポーツと文化財団 0422-47-5122

江﨑文武 Live at 風のホール



Designed by Fumiki Tomioka

＊公演の内容等は、やむを得ず変更となる場合がございます。  ＊公演中止の場合を除き、一度購入されたチケットの払戻し、交換はできませんので、何卒ご了承ください。
＊未就学のお子様の入場はできません。また、危険防止のため、小学生のお子様は、2階正面席最前列はご遠慮ください。  ＊2階席へのエレベーターはございません。階段をご利用ください。  ＊お車での来館はご遠慮願います。

@MusicMitaka   （公財）三鷹市スポーツと文化財団・音楽部門の公式Twitterです。 ぜひこの機会に「フォロー」をお願いします！
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JR三鷹駅南口2番バス乗り場から
「 八幡前・芸術文化センター」下車すぐ。
または5・6・7番乗り場から「八幡前」下車1分。
または徒歩約15分。

財団友の会「マークル」会員募集中!!
一般発売日より前に
会員先行予約があります。
＊年会費2,000円
＊チケットの優先予約・割引（1公演2枚まで）、
　ポイントの還元（ご利用額の5%）情報誌の送付、
　チケットの無料送付（口座会員のみ）。

本公演には託児サービスがございます。
対象：1歳～未就学児　定員：10名（要予約）
料金：お子様一人につき500円
お申込み：2023年2月12日 [日 ]までに
三鷹市芸術文化センターへお申込みください。
Tel: 0422-47-5122

PARTNER 本公演のチケットまたはチケット半券で三鷹駅周辺の「チケットパートナーショップ」の特典が受けられます!   https://mitaka-sportsandculture.or.jp   ＊サービス有効期間は公演日から7日間

●

口座番号：〈ゆうちょ銀行〉 00190-5-569156
加入者名：三鷹市芸術文化センター

ご予約後、チケット代金の
郵便振込ができます。

＊普通郵便の場合84円、簡易書留ご希望の場合404円を加算してお振込みください。
＊振込手数料はお客様のご負担になります。
＊お振込み後、10日程度でチケットをお届けします。

＊「払込取扱票」の
　通信欄に〈予約番号〉を
　ご記入ください。

　今、さまざまな音楽のジャンルを自由に横断しながら
ボーダーレスに活動するミレニアル世代のアーティストた
ちの動向に、熱いまなざしが注がれています。
　そんな彼らの音楽が、同世代のみならず幅広い世代の
聴衆の心を掴んでいるのも特徴的な動向といえるでしょう。
　その中から今回初めて風のホールにお迎えするのが音
楽家、江﨑文武です。 ジャズやソウル、ヒップホップ、R&B
をバックグラウンドに持つエクスぺリメンタルソウルバンド
WONKのメンバーである江﨑は、King Gnuの常田大希
率いるクリエイティブな音楽集団、millennium paradeで
キーボードを務めるほか、King Gnu、Vaundyなど数多
くのアーティストのレコーディングやプロデュースに参加、
楽曲提供も行うなど、様々な領域を軽やかに行き来しな
がら活動するアーティスト。 クラシック・ファンには、NHK
交響楽団の期間限定のウェブマガジン「みんなのN響
アワー」でもおなじみ。2022年8月に行われた「TOKYO 
JAZZ 2022 NEO-SYMPHONIC!  CINEMA JAZZ」での
東京フィルハーモニー交響楽団との共演、リリカルで美し
いピアノ演奏が記憶に新しい方もいらっしゃることでしょう。
　2021年よりソロ活動も開始した江﨑は、同年6月に
ファースト・シングル「薄光／Hakukou」をリリース。 その後、
「常夜燈／Joyato」（同年12月）に続き、EP「touten I」を発表
しました。どこかノスタルジックで美しく、音と音の「間」を
漂う深い静寂、楽器の音のみならずかすかな環境音も愛
おしく思わせる、そんな音楽が魅力です。
　ぴんと張りつめた冬の空気と、ひっそりと歩みを進める
穏やかな春の空気が交差するこの時季にこそ、身をゆだ
ねたい音楽。 江﨑をはじめとする参加ミュージシャンたち
が創り上げる極上の音空間にご期待ください。

新型コロナウイルスの影響に伴い、公演を中止・延期する場合がございます。最新の状況は、当財団のホームページ、ツイッターをご確認ください。
ご来館の際は、当財団の新型コロナウイルス感染症対策ガイドラインをご参照ください。

江﨑文武 （ピアノ / ミュート・ピアノ / キーボード）　
Ayatake Ezaki   piano, upright piano (muted piano) and keyboards

音楽家。1992年、福岡市生まれ。
4歳からピアノを、7歳から作曲を学ぶ。
東京藝術大学音楽学部卒業。東京大学大学院修士課程修了。
WONK, millennium paradeでキーボードを務めるほか、King Gnu, Vaundyなど
数多くのアーティスト作品にレコーディング、プロデュースで参加。
映画『ホムンクルス』（2021）をはじめ劇伴音楽も手掛けるほか、
音楽レーベルの主宰、芸術教育への参加など、
さまざまな領域を自由に横断しながら活動を続ける。
2021年、ソロでの音楽活動をスタート。

Ayatake Ezaki Website https://www.ayatake.co/　
Instagram   https://www.instagram.com/ayatake/
Twitter   https://twitter.com/ayatalce

Ayatake Ezaki
Live at Concert Hall “Kaze”


